
多くはなかった｡大学院コロキアムの存在価値

自体を見位す必要があると感じた｡(参加者約

30名)

(文fI:中村究樹)

訂i2回 :1998年12月16日(水)13:00-17:00 1
ロ研究衣 :言辞演者と杭RB(13:00-14:40)

良 Elm宏 (認知学習)rニホンザルにおける音の

経時的体制化｣

大平桝司 (詑官調節)｢小脳におけるTrkB免疫陽

性桐遊J

竹元帽章 (生態機構)｢チンパンジーは果実の少

ない時に何を食べるのか?一夫分析からの証拠｣

水谷俊明 (思考言言5)｢歌声について｣

ボスタ-発表 :吉井演者と演題 (15:00-17:00)

伊藤麻里子 (器官調節)rlmmunohistochemiCal

localizationofinhibinintestisofmacaque

monkey｣

相野俊平l)､長坂泰男2)､井上雅仁l)､三上章允l)

｢アカゲザルにおけるNeonColorSpreading

及び Shape-From-Motionによって定義された

図形の知覚｣

落合知美 (岐阜大学大学院連合農学研究科)r飼

育下のチンパンジーの環境エンリッチメントー

三次元構築物の利用-｣

片岡宏隆 (器官調節)｢Reviewandpreliminary

resultsoftheadultneurogenesisin

dentategyrus｣

川合伸幸 (日本学術振興会 ･関西学院大学)r高
齢チンパンジーの弁別学習｣

YasuhiroKIKUCHI3),YuzuruHAMADA4),

MasatoNAKATSUKASA3)HidemiISHIDA31

YutakaKUNIMATSU4).ToshifumiUDONO5)

rBoneturnoverandgeometricalagechange

inRadiusofChimpanzeeandJapanese

1)行動発現分野

2)立教大学文学研究科

3)DepartmentofZoology.KyotoUniversity

4)Primate Research Institute.Kyoto

University

5)KumamotoPrimatePark.SanwaKagaku

Kenkyuu･shoCo.Ltd.

macaquesusingpQCT｣

郷 頗広 (仏田辺伝)r原始Fl敗色体におけるテロ

メア配列の分布J

佐藤暢椛 (広由大学生物RE[科学研死科)r側頭苑

内側部後部紹域のニューロンの祝光刺激に対す

る応答特性｣

杉浦秀樹 (認知学習)｢ニホンザルはクー ･コー

ルの音響的特徴と発声のタイミングを､仲rlJlと

の距離によって変えている｣

鈴木修司 (思考言語)｢チンパンジーの不碓突印

象に対する選択｣ ･

高橋弘之 (社会構造)｢金畢山のニホンザルにお

ける冬季の泊まり場での社会関係J

西村 剛 (形態進化)r霊長類頭蓋底の比較機能形

態学｣

早川祥子 (生態機的)｢ヤクザルの社会桐迫と繁

殖牧略J

平田 聡 (思考首配i)rチンパンジーにおける辺見

使用行動の個体学習と社会的学習｣

企画 :持合牧子､早川祥子､藤EI)志少 (T･A)班

退邦夫 (カリキュラム委員)

内容 :耶2回のコロキアムは特にテーマを設け

ず､各拭者が好きなテーマを選んで発袈する形

式で行われた｡結束として各自の研究の中間報

告が多くなったが､院生にとっては研究をまと

める良い機会になったという意見があり､概ね

好評であった｡しかしその反面で統一したテー

マがなく､余り意味がなかったという意見も出

ている｡カリキュラムの改変が現実の問題にな

っている中での開催であり.院生が独自に企画

する発表の場が今後も維持されることが望まし

いという要望があった｡

(文責 :波速邦夫)

(3)外国人研究員
1)招へい外国人学者

氏 名 :Farajallah,Achmad

受入孜官 :竹中 修

研死況咽 :熱印の動物の多様性に関する研究

招へい糊問 :10.3.ll-10.5.23

11.3.10-ll.6.9
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氏 名 :Hayes,VanessaJane

受入教官 :杉山幸丸

研究試掘 :霊長類､とくにニホンザルの行動 ･生

娘学的研究

招へい相聞 :6.3.29-ll.3.28

氏 名 :Fagot,Joel

受入教官 :友永雅己

研兜裸旭 :ヒトと霊長類における祝知覚の比較研

死

招へいJgJriiJ:10.6.15-10.7.30

氏 名 :Soltis,JosephMark

受入故官 :杉山幸丸

研死裸REi:野生ニホンザルの配偶者選択の行動 ･

迫伝学的研究

招へい州問 :9.7.1-ll.6.30

氏 名 :Setyadji.RinaHerli!la
受入故tf:竹中 修

研死瓢EEi:インドネシアスラウェシマカクの遺伝

的分化

招へい川問 :10.6.10-10.10.15

10.12.9-ll.3.6

氏 名 :Suryobroto.Bambang

受入孜官 :竹中 修

研死況掴 :インドネシア国ジャワ島カニクイザル

の迫伝学研究

招へい川問 :10.9.9-10.10.4

氏 名 .'Malaivijitnond.Suchinda

受入牧田 :竹中 修

研死孤掴 :盃長規におけるバラサイロイドホルモ

ン迫伝子の進化

招へい相聞 :10.9.26-10.10.22

氏 名:Rae,T∝ldC.

受入微官 :波田 穣

研死税収 :其猿類頭骨の比較形態学研究及び教育

(ゼミ等)

招へい州問 :10.12.2-10.12.23

氏 名:Jonston.DavidA.

受入教官 :平井啓久

研究課題 :住血吸虫類のゲノム解析

招へい期間 :10.12.9-10.12.22

氏 名:Thomsen,RuthMaria

受入教官 :大揮秀行

研究課題 :自慰行動の機能に関する研究,屯気刺

激による射精実験

招へい期間 :ll.1.13-ll.2.28

氏 名:Shahab.Muhammad

受入教官 :大蔵 聡

研究課琴 :性腺刺激ホルモン分泌の栄養制御に関

する神経伝達物質に関する研究

招へい期間 :ll.3.15-12.1.31

(4)日本人研究員 ･研究生
1)日本学術振興会特別研究且

氏 名:中村徳子

受入教官 :松沢哲郎

研修題目:チンパンジー乳幼児とヒト乳幼児にお

ける認知機能の発達の比較

受入期間 :9.4.1-12.3.31

氏 名 :杉浦秀樹

受入教官 :正高信男

研修題目:ニホンザルにおけるクー ･コールの機

能の研究

受入期間 :8.1.1-10.12.31

氏 名:鈴木修司

研修題目:松沢哲郎

研究課題 :ヒトとチンパンジーの意志決定に関す

る実験心理学的研究

受入期間 :10.4.1-ll.3.31

氏 名 :小林洋美

受入教官 :茂原信生

研修題目:霊長輪の形態とその機能

受入期間 :10.4.1-12.3.31
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氏 名 :保坊和彦

受入枚官 :加納隆至

研修過日:野生チンパンジーの社会的道具に関す

る研究

受入期間 :10.7.1-13.3.31

氏 名 :岡 僻村

受入扱官 :竹中 修

研修咽目 :熱帯林の分断化がテナガザルの社会に

及ぼす影響に関する行動生態学的及び遺伝学的

研発

受入期間 :10.9.1-13.3.31

2)研修且

氏 名 :GurjaBelay

受入枚官 :竹中 修

研雌旭日:ゲラダヒヒの分子系統

受入柑間 :10.4.1-10.6.30

氏 名 :岡本暁子

受入教官 :杉山幸丸

研修旭日:マカカ属のサルの行動学的比較研究

招へい期間 :10.4.1-10.9.30

氏 名 :嶋田 誠

受入枚官 :庄武孝義

研修蛸目:分子標識を用いたアフリカ霊長軌の典

田間分化の解析

受入期間 :10.10.1-10.10.19

11.I.1-ll.3.31

/
氏 名 :橋本千絵

受入枚官 :加納隆至

研修描目:チンパンジーとボノボの社会 ･生態学

的比較研究

受入期間 :ll.1.1-ll.3.31

3)_受托研究且

氏 名 :山地仕入

受入枚官 :中村 伸

研修題目:霊長頬のアレルギー反応におけるTgE

産生機序の調節

受入期間 :10.4.1-ll.3.31

4)研究生

氏 名 :片岡宏隆

受入孜官 :林 誠治

研死項目 :霊長ylの発達に伴うソマ トスタンテン

レセプタ一迫広子の虫と変化

受入相聞 :10.4.1-ll.3.31

氏 名 :許 的壬

受入教官 :中村 仲

研究項目 :霊長類の止血免疫系に関する分子細胞

生物学的研究

受入期間 :10.6.1-ll.3.31

氏 名 :Nielsen.MatthewL.

受入教官 :小嶋群三

研究項目 :江忠の機惟胴画像的研究

受入期間 :10.7.1-ll.1.31

氏 名 :Anukulthanakorn.Kanya

受入教官 :竹中 捗

研究項目 :霊長研分子進化

受入期間 :10.ll.1-ll.1.31

5)特別研究学生

氏 名 :小山田91

受入教官 :三上群允

研究超目 :中枢神経系における痛みの認知及び情

動,逃避行動への影響の解明

研究期間 :10.4.1-ll.3.3

(5)所内談話会
第 1回 :1998年4月28日 (火)

rTooluseandsexualbehavioroftufted

capuchins

-フサオマキザルの道央使用と性行動-｣

Dr.ElisabettaVisalberghi

lstitutodiPsicologia.C.N.RJtaly

節2回 :1998年 5月25日 (月)

rMioceneMammalFossilsinNorthern

ThaiIandJ

Dr.BenjavunRatanasthien

Dept.Geol.SciりFacultyofS°i.,

ChiangMa主Univ,Thailand
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第 3回 :1998年 9月4日 (金)

｢霊長研設立の経緯と将来への展望｣

杉山幸丸 (生態機構分野)

第4回 :1998年10月19日 (月)

｢GoodNatured:Animaloriginsofhuman

morality

-思いやり:動物にみるヒトの道徳性の起源-｣

Dr.FransB.M.deWaal

YerkesRegionalPrimateResearch

Center.EmoryUniv.USA

第 5回 :1998年12月14日 (月)

rRe-assessmentofLemurineSystematics

-キツネザル亜科の分校の再評価-J

Dr.JudithCaton

Canberralnst.ofTechnology,

Australia
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｢LastCommonAncestors,Homoplasy,

Homology,andApeEvolution

一最後の共通祖先､相似､相同､類人猿の進化-｣

Dr.GregLaden

Univ.ofMinnesota,USA

第6回 :1999年 1月22日 (金)

｢殺人の行動生態学 :日本の戦後データの分析｣

長谷川寿- (東京大学総合文化研究科)

第7回 :1999年 1月29日 (金)

｢動物の認知に学ぶ｣

脇田真消 (行動発現分野)

(所内談話会係 .'田中正之 ･本郷一夫)


